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東
大
雪
の
道
似児
日
に
一
部
供
用
開
始

３

６
カ
国
協
議
似寺
日
に
北
京
で
再
開
決
定
５

連
盟
旗
野
球
で
ベ
ス
ト
ス
ポ
欟
ツ
初
Ｖ
似侍

旧
役
場
瓜
幕
支
所
が
郷
土
資
料
室
に

似字

教
科
書
展
示
で欹
つ
く
る
会
飮意
見
続
々
侍事

朗

読

世
界
遺
産
登
録
を
追
い
風
に

ドル箱ダブル化へ機運高まる

女満別空港で出発を待つＪＡＬ、ＡＮＡの旅客機

昆
女
満
別
空
港
根
道
が
管
理
す
る
第
３
種
空
港
で
２
５

０
０
陰
滑
走
路
が
あ
り
欷
３
社
の
計
炙
便
が
運
航
す
る
盜

内
訳
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
歉
東
京
４
欷
大
阪
１
欷
千
歳
３
歐欷
Ａ
Ｎ
Ａ

歉
大
阪
１
欷
名
古
屋
１
欷
千
歳
１
欷
丘
珠
２
歐欷
Ｈ
Ａ
Ｃ

歉
北
海
道
エ
ア
シ
ス
テ
ム
歐
の
函
館
１
盜
昨
年
度
の
国
際

チ
櫺
欟
タ
欟
便
は
烋
便
が
乗
り
入
れ
た
盜

観
光
入
り
込
み

増
加
を
に
ら
み

欹
知
床
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
を
契
機
に
欷
オ
ホ
欟
ツ

ク
圏
へ
の
観
光
客
入
り
込
み

は
増
え
る
盜
面
と
し
て
の
振

興
策
を
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
欷
エ
ア
・
ド
櫚
歉
北
海
道

国
際
航
空
歐
参
入
に
よ
る
東

京
線
の
ダ
ブ
ル
ト
ラ
蘖
キ
ン

グ
化
は
不
可
欠
だ
飮盜
網
走

商
工
会
議
所
の
江
田
卓
雄
専

務
理
事
は
力
を
込
め
た
盜

女
満
別
空
港
は
人
口
煦
万

人
を
擁
す
る
網
走
支
庁
を
代

表
す
る
空
港
で
網
走
市
か
ら

炳
分
欷
北
見
市
か
ら
は
熹

分
盜
周
辺
に
は
知
床
欷
阿
寒

の
両
国
立
公
園
と
網
走
国
定

公
園
が
あ
り
欷
自
然
豊
か
な

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

る
盜
十
勝
と
似
て
小
麦
と
ジ

櫺
ガ
イ
モ
畑
の
田
園
風
景
に

囲
ま
れ
欷
ジ
櫪
蘖
ト
機
が
頻

繁
に
発
着
を
繰
り
返
す
盜

年
間
利
用
客
は
１
０
０
万

人
規
模
盜
知
床
の
自
然
欷
流

氷
や
海
産
物
な
ど
を
目
当
て

に
道
北
・
道
東
を
訪
れ
る
観

光
客
の
玄
関
口
の
役
割
を
果

た
す
盜
札
幌
と
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
特

急
は
１
日
５
本
で
５
時
間
超

を
要
す
る
た
め
欷
道
内
航
空

路
も
重
要
性
が
高
い
盜

た
だ
欷
東
京
線
に
限
る

と
欷
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
よ
る
単
独
運

航
で
欷
帯
広
と
同
じ
状
況
盜

か
つ
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
歉
日
本
エ
ア

シ
ス
テ
ム
歐欷
Ｊ
Ａ
Ｌ
歉
日
本

航
空
歐欷
Ａ
Ｎ
Ａ
歉
全
日
空
歐

の
ト
リ
プ
ル
ト
ラ
蘖
ク
歉
計

６
便
歐
の
時
代
も
あ
檸
た
だ

け
に
欷
関
係
者
の
エ
ア
・
ド

櫚
誘
致
へ
の
思
い
は
強
い
盜

２
０
０
４
年
度
の
空
港
利
用

者
が
８
年
ぶ
り
に
１
０
０
万

人
の
大
台
を
割
檸
た
こ
と
も

危
機
感
を
募
ら
せ
る
盜

整
備
済
み
の

Ａ
Ｎ
Ａ
基
盤

誘
致
の
中
核
は
女
満
別
空

港
整
備
・
利
用
促
進
協
議
会

歉
会
長
・
山
下
英
二
女
満
別

町
長
歐
が
担
う
盜
４
月
に
は

構
成
す
る
行
政
欷
経
済
団
体

の
幹
部
８
人
が
エ
ア
・
ド
櫚

本
社
を
訪
れ
熱
意
を
伝
え

た
盜
同
役
場
企
画
財
政
課
の

稲
川
浩
司
企
画
調
整
係
長
は

欹
エ
ア
・
ド
櫚
と
協
力
関
係

に
あ
る
Ａ
Ｎ
Ａ
の
カ
ウ
ン
タ

欟
欷
整
備
士
な
ど
既
に
基
盤

が
あ
る
飮
と
し
欷欹
東
京
線
は

一
番
稼
げ
る
路
線
盜
利
用
時

間
の
選
択
や
低
運
賃
化
が
見

込
ま
れ
利
用
者
に
と
檸
て
も

プ
ラ
ス
飮
と
話
す
盜

狭
あ
い
化
し
て
い
る
空
港

ビ
ル
の
増
築
工
事
が
進
み
来

年
４
月
に
は
欷施
設
の
ユ
ニ

バ
欟
サ
ル
化
欷Ｃ
Ｉ
Ｑ歉
税

関
欷出
入
国
管
理
欷検
疫
歐ス

ペ
欟
ス
な
ど
国
際
チ
櫺
欟
タ

欟
便
の
受
け
入
れ
に
向
け
た

施
設
整
備
が
進
む
盜

観
光
の
振
興
に

支
庁
管
内
一
体

さ
ら
に
網
走
支
庁
管
内
で

は
広
域
観
光
欷
一
体
と
な
檸

て
観
光
振
興
を
進
め
よ
う
と

の
機
運
が
高
ま
檸
て
い
る
盜

支
庁
欷
網
走
市
で
は
相
次
い

で
観
光
振
興
を
担
う
課
横
断

的
な
観
光
室
を
設
置
盜
今
春

に
は
網
走
観
光
連
盟
が
欹
オ

ホ
欟
ツ
ク
観
光
連
盟
飮
に
改

称
し
た
盜
シ
欟
ニ
蘖
ク
バ
イ

ウ
櫪
イ
北
海
道
に
欹
東
オ
ホ

欟
ツ
ク
ル
欟
ト
飮
が
新
た
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
も
自
治
体

間
の
連
携
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
盜
知
床
の
世
界
遺
産
登

録
が
さ
ら
な
る
追
い
風
に
な

る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
盜

既
に
大
手
２
社
が
乗
り
入

れ
済
み
で
欷
オ
ホ
欟
ツ
ク
の

旗
印
の
下
で
イ
メ
欟
ジ
づ
く

り
を
着
実
に
進
め
る
網
走
地

域
盜
網
走
支
庁
の
白
野
暢
地

域
政
策
課
長
は
欹
帯
広
は
エ

ア
・
ド
櫚
を
争
う
敵
で
は
な

く
欷
同
じ
道
東
圏
の
仲
間
と

し
て
共
に
発
展
し
て
い
き
た

い
飮
と
語
る
盜
一
歩
先
を
行

く
余
裕
が
感
じ
ら
れ
た
盜

歉
広
田
実
歐

歇
札
幌
歃
市
町
村
合
併
推
進
構
想
を
道
に
提
案
す
る
欹
道
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
飮
の
初
会
合
が
炸
日
欷
道
庁

で
開
か
れ
欷
合
併
新
法
歉
２
０
０
９
年
度
末
ま
で
歐
下
で
の
合
併
の
在
り
方
を
探
る
検
討
が
始
ま
檸
た
盜
道
で
は
欷

市
町
村
の
意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
構
想
案
を
固
め
欷
瀾
月
下
旬
以
降
か
ら
十
勝
を
含
む
７
地
区
で
地
域
懇
談
会
を
開

き
欷
来
年
度
早
々
に
構
想
を
公
表
す
る
考
え
盜
十
勝
の
自
治
体
も
何
ら
か
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
盜

歉
平
野
明
欷
小
林
祐
巳
歐

初当選を喜び、万歳三唱する浜田氏（中央）。左は道子夫人、右は清
水輝男後援会会長（炸日午後５時炒分、山下僚撮影）

道
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
が
初
会
合

浜
田
氏
が
無
投
票
当
選

欹
北
海
道
の
元
気
を
発
信
飮

新得町長選

希望が丘サービスパークで車両の整備を開始した参加
チーム（ＭＲＦタイヤチーム）

歇
新
得
歃
任
期
満
了
に
伴

う
新
得
町
長
選
は
炸
日
午
後

５
時
に
立
候
補
受
け
付
け
が

締
め
切
ら
れ
欷
た
だ
１
人
届

け
出
た
新
人
で
前
町
企
画
調

整
課
長
の
浜
田
正
利
氏歉
燎
歐

妻
無
所
属
妻
が
無
投
票
当
選

を
果
た
し
た
盜

歉
２
面
に
関
連
記
事
歐

浜
田
氏
は
同
日
午
前
９
時

か
ら
選
挙
カ
欟
で
町
内
を
遊

説
欷夕
方
に
駅
前
か
ら
本
通

を
歩
い
て
町
民
に
支
持
を
訴

え
た
盜立
候
補
受
け
付
け
が

締
め
切
ら
れ
た
午
後
５
時
に

事
務
所歉
本
通
南
３
歐に
到

着
欷詰
め
掛
け
た
支
持
者
ら

と
笑
顔
で
握
手
を
交
わ
し

た
盜事

務
所
で
開
か
れ
た
当
選

祝
勝
会
に
は
管
内
の
各
首
長

ら
約
１
０
０
人
が
出
席
盜
若

原
敏
勝
幹
事
長
の
発
声
で
万

歳
三
唱
を
行
い
欷
必
勝
だ
る

ま
に
Ｖ
の
字
を
入
れ
た
盜

斉
藤
敏
雄
町
長
欷湯
浅
亮

町
議
会
議
長
欷十
勝
町
村
会

会
長
の
金
澤
紘
一
陸
別
町
長

が欹
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
飮と
祝

辞
盜浜
田
氏
は欹
出
馬
表
明
か

ら
き
櫞
う
ま
で
欷経
験
し
た

こ
と
の
な
い
プ
レ
蘖
シ
櫺
欟

だ
檸
た
盜こ
れ
が
快
感
に
変

わ
る
よ
う
自
分
の
志
を
高
め

た
い
盜北
海
道
の
元
気
を
新

得
か
ら
発
信
す
る
気
概
で
頑

張
り
た
い
飮と
決
意
を
語
檸

た
盜

歉
成
田
融
歐

本
番
に
備
え

マ
シ
ン
整
備

音
更
餐
サ
欟
ビ
ス
パ
欟
ク

合
併
旧
法
で
の
合
併
に
よ

る
道
内
の
市
町
村
減
少
率
は

炒
・
１
％
歉
全
国
熬
・
６

％
歐
で
欷
燒
都
道
府
県
で
は

４
番
目
に
低
く
合
併
の
動
き

は
低
調
盜
十
勝
で
は
幕
別
町

と
忠
類
村
が
来
年
２
月
に
合

併
す
る
こ
と
が
決
ま
檸
た
だ

け
だ
檸
た
盜

初
会
合
で
は
欷
会
長
に
釧

路
公
立
大
の
小
磯
修
二
教
授

を
選
出
盜
道
側
が
審
議
項
目

と
し
て
こ
れ
ま
で
の
合
併
の

検
証
欷
地
方
自
治
の
望
ま
し

い
姿
欷
市
町
村
の
合
併
組
み

合
わ
せ
の
考
え
方
｜
な
ど
６

項
目
を
示
し
欷
組
み
合
わ
せ

の
論
点
で
は
機
構
想
で
の
総

務
省
指
針
の
扱
い
方
帰
合
併

す
る
市
町
村
の
規
模
毅
住
民

の
生
活
圏
域
気
地
域
産
業
と

市
町
村
の
一
体
性
の
扱
い
｜

を
挙
げ
た
盜

各
委
員
か
ら
は
欹
合
併
は

住
民
自
治
の
力
を
高
め
る
も

の
で
欷
広
域
連
携
や
道
州

制
欷
支
庁
制
度
改
革
も
含
め

て
考
え
る
べ
き
だ
飮歉
空
知

管
内
奈
井
江
町
の
北
良
治
町

長
歐欷欹
合
併
の
組
み
合
わ
せ

で
欷
以
前
道
が
示
し
た
合
併

パ
タ
欟
ン
は
機
械
的
だ
檸

た
盜
自
治
組
織
な
ど
地
域
の

実
態
に
踏
み
込
み
欷
実
現
可

能
な
案
を
出
す
べ
き
だ
飮

歉
関
西
学
院
大
の
小
西
砂
千

夫
教
授
歐
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
盜

道
の
吉
田
洋
一
企
画
振
興

部
長
は
欹
合
併
を
強
制
す
る

考
え
は
な
い
が
欷
合
併
を
議

論
し
検
討
が
進
む
よ
う
支
援

す
る
の
が
道
の
役
割
飮
と
道

の
立
場
を
説
明
し
た
盜

十
勝
で
は
合
併
新
法
下
で

具
体
的
な
動
き
は
出
て
い
な

い
が
欷
十
勝
町
村
会
が
欹
十

勝
町
村
行
政
の
あ
り
方
検
討

会
議
飮
で
道
主
導
の
合
併
枠

組
み
づ
く
り
を
敬
遠
し
欷
当

面
広
域
連
携
を
念
頭
に
各
町

村
で
検
討
す
る
方
向
性
を
ま

と
め
て
い
る
盜
帯
広
市
も
目

立
檸
た
動
き
は
な
い
が
審
議

会
に
つ
い
て
欷
砂
川
敏
文
市

長
は
欹
市
町
村
は
も
と
よ

り
欷
道
内
の
意
見
を
幅
広
く

反
映
し
欷
北
海
道
に
ふ
さ
わ

し
い
自
治
の
姿
が
示
さ
れ
る

こ
と
に
期
待
し
た
い
飮
と
話

し
て
い
る
盜

審
議
会
は
次
回
欷
事歯
月
事事

日
に
開
か
れ
る
盜

大
抵
の
子
供
は

絵
本
が
好
き
だ
盜

読
ん
で
も
ら
う
の

も
大
好
き
で
あ

る
盜
今
風
に
い
え

ば
欹
読
み
聞
か
せ
飮盜
昔
風

な
ら
紙
芝
居
か
▼
全
身
を
傾

け
て
読
み
手
の
声
と
絵
に
集

中
す
る
盜
そ
ん
な
子
供
た
ち

の
表
情
を
見
る
と
欷
言
葉
や

声
は
耳
で
聞
き
取
る
だ
け
で

は
な
く
て
欷
体
で
感
じ
る
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
檸

て
く
る
▼
更
別
小
学
校
で
面

白
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
盜
４
年
生
が
１
年
生
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す

る
盜
名
付
け
て
欹
よ
み
よ
み

会
社
飮盜
ク
ラ
ス
内
に
は
ほ

か
に
欹
ス
ポ
欟
ツ
会
社
飮欹
マ

ン
ガ
会
社
飮欹
け
ん
せ
つ
会

社
飮
が
あ
り
欷
代
表
は
欹
社

長
飮
と
呼
ぶ
▼
読
み
聞
か
せ

の
い
い
と
こ
ろ
は
欷
読
み
上

げ
る
人
と
聞
い
て
い
る
子
供

と
の
一
体
感
に
あ
る
盜
更
別

小
学
校
の
よ
う
に
子
供
同
士

の
間
で
も
欷
親
子
の
間
で
も

そ
れ
は
同
じ
だ
盜
肉
声
は
ま

さ
に
欹
今
こ
こ
飮
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
物
語
へ
引
き
つ
け

る
力
を
持
檸
て
い
る
▼
詩
や

小
説
を
朗
読
す
る
と
き
の
大

人
も
同
じ
盜
声
と
声
に
伴
う

息
遣
い
に
魅
力
が
あ
る
盜
５

年
前
に
読
ん
だ
ド
イ
ツ
の
作

家
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
欒
リ

ン
ク
の
名
作
欹
朗
読
者
飮盜

炒
歳
の
少
年
が
煖
歳
の
文
盲

の
女
性
に
欹
オ
デ
欒
蘖
セ
イ

ア
飮
を
朗
読
す
る
盜
声
を
出

し
て
読
む
行
為
は
欷
言
葉
が

持
つ
官
能
性
を
引
き
出
す
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が

分
か
る
▼
だ
か
ら
欷
読
み
手

と
聞
き
手
の
関
係
も
官
能
的

に
な
る
盜
子
供
同
士
や
親
子

を
官
能
的
と
い
檸
て
は
語
弊

が
あ
る
の
で
欷欹
と
て
も
い

い
関
係
飮
と
言
い
換
え
て
も

い
い
盜
読
み
聞
か
せ
や
朗
読

は
欷
学
校
で
の
縦
の
関
係
や

親
子
の
愛
情
を
は
ぐ
く
む
の

に
有
効
だ
盜

歉
武
内
哲
歐

歇
音
更
歃
ア
ジ
ア
パ
シ
フ

檪
蘖
ク
ラ
リ
欟
選
手
権
第
４

戦
・
全
日
本
ラ
リ
欟
選
手
権

４
輪
駆
動
部
門
第
３
戦
欹
ラ

リ
欟
北
海
道
飮歉
烟
｜
烝
日

開
催
歐
の
競
技
本
番
に
備

え
欷
町
希
望
が
丘
の
サ
欟
ビ

ス
パ
欟
ク
に
は
炳
日
午
前
欷

国
内
外
の
強
豪
犒
台
の
チ
欟

ム
が
続
々
と
到
着
し
欷
マ
シ

ン
の
整
備
を
始
め
た
盜歉
事字
欷

炯
欷
烱
欷
煕
面
に
関
連
記
事
歐

サ
欟
ビ
ス
パ
欟
ク
は
大
会

期
間
中
欷
車
両
整
備
の
基
地

と
な
る
ほ
か
欷
最
終
日
の
烝

日
午
後
３
時
半
か
ら
は
セ
レ

モ
ニ
ア
ル
フ
檪
ニ
蘖
シ
欒

歉
表
彰
式
歐
も
行
わ
れ
欷
フ

櫟
ン
と
選
手
が
交
流
で
き
る

場
に
も
な
る
盜
入
場
無
料
盜

同
パ
欟
ク
に
は
ト
レ
欟
ラ

欟
な
ど
で
車
両
な
ど
が
運
び

込
ま
れ
欷
チ
欟
ム
の
メ
カ
ニ

蘖
ク
歉
整
備
担
当
者
歐
は
工

具
の
配
置
を
終
え
て
早
速
欷

ラ
リ
欟
カ
欟
の
整
備
に
取
り

組
ん
だ
盜
ド
ラ
イ
バ
欟
と
コ

・
ド
ラ
イ
バ
欟
は
こ
の
日
午

後
か
ら
始
ま
檸
た
レ
蘖
キ

歉
競
技
コ
欟
ス
の
下
見
走

行
歐
に
臨
み
欷
本
番
で
使
う

ペ
欟
ス
ノ
欟
ト
の
作
製
に
当

た
檸
た
盜

歉
田
島
工
幸
歐

生
活
就
労
の

指
導
員
を
募
集

帯
広
市
保
護
課

帯
広
市
保
護
課
は
生
活
保

護
受
給
者
の
就
労
指
導
欷
相

談
に
応
じ
る
生
活
就
労
指
導

員
歉
嘱
託
欷
１
人
歐
を
募
集

す
る
盜
募
集
期
間
は
８
月
１

日
か
ら
炒
日
ま
で
盜

年
齢
は
爛
歳
未
満
歉
９
月

１
日
現
在
歐欷
勤
務
は
週
４

日
で
欷
１
日
６
時
間
盜

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
欷
期
間
内
に
直

接
欷
保
護
課
歉
午
前
９
時
｜

午
後
５
時
歐
に
提
出
す
る
盜

後
日
欷
面
接
選
考
で
決
定
す

る
盜
９
月
１
日
か
ら
の
勤
務

予
定
盜
問
い
合
わ
せ
は
同
課

歉
烝
・
４
１
１
１

内
線
４

１
７
２
歐
へ
盜


